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日本通運株式会社との業務提携及び合弁会社設立に関する 

基本合意書締結の決議のお知らせ  

 
当社は、本日開催の取締役会において、日本通運株式会社（東京証券取引所・大阪証券取引

所各第一部上場、証券コード9062、以下｢日通｣といいます）と共同で合弁会社を設立し、フル

フィルメントサービスの提供事業における業務提携を目的とする、合弁会社設立に関する基本

合意書の締結を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記  

 

１．業務提携の理由 

日本の通販市場は堅調に拡大を続けていますが、特に最近のEコマース市場の伸長は著

しく、さまざまな業種からの通販市場への参入が相次いでおります。こうした動きを背景

に、販売、受注から決済、在庫管理、物流、代金回収までを一貫して提供し、より効率的

でコスト低減を可能にするフルフィルメントサービスの選択は、Eコマースを運営する上

で成功の鍵となっています。しかしながら、Eコマースにおいてインターネット上でのマ

ーケティングから物流までをトータルにサポートできるフルフィルメントサービスはあり

ませんでした。 
今回、こうした課題の解決を目指して、主に中小のEコマース事業者を対象に、日通の

もつグローバルな「物流」、「倉庫」のノウハウとネットワーク、そして当社のもつ「IT」、
「マーケティング」、「ファイナンス」に関する知見を組み合わせ、『リアルとバーチャル』

を結びつけた統合サービスの提供を実現するために合弁会社設立を通じた業務提携を行う

ものです。 
 
両社の各機能を統合することにより、対応のスピードアップと低コストでのサービスを

行うことが可能となり、将来的には国内と国外を結ぶクロスボーダーの通販事業にとって

も有効なソリューションが期待できます。 
両者の結びつきは、リアルとインターネットがスムーズに結びつくことでもあり、イン

ターネット上での販売を拡大していこうとする通販事業者の顧客獲得と事業拡大を強力に

支援していきます。 
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２．合弁会社の設立の理由 

上記事業の推進においては、サービスの提供において、顧客に対する迅速な対応やより

きめ細かな運用体制、必要な情報の集約などが求められます。それらを実現する上では、

両社の専任スタッフが常に連携して動ける組織体制が不可欠です。 
また、顧客に対してスピーディーできめ細かな対応を可能にするには、業務的な連携に

とどまらず、独立した法人として高い機動力を持ち、かつ両社のビジネス基盤を支えに、

業務上関係する外部機関や取引先に対する柔軟な対応力を持つことが、事業推進において

有効であると判断いたしました。 

 

３．合弁会社の概要（予定） 

合弁会社の資本金の額：100百万円（資本準備金の額：100百万円）、合弁会社に対する

出資比率は当社34.0%（日通 66.0%）を予定しております。 

商号、本店所在地、代表者等の詳細は今後の協議により決定いたします。つきましては、

詳細が確定次第、速やかに追加開示いたします。 

 

４．日通の概要 

（ⅰ）商 号： 日本通運株式会社 

（東京証券取引所・大阪証券取引所各第一部上場：9062） 

（ⅱ）本 店 所 在 地： 東京都港区東新橋一丁目９番３号 
（ⅲ）代 表 者： 代表取締役社長 川合 正矩 

（ⅳ）事 業 の 内 容： 自動車輸送等の物流事業全般及び関連事業 

（ⅴ）資 本 金 の 額： 70,175百万円（平成21年12月31日現在） 

（ⅵ）設 立 年 月 日： 昭和12年10月１日 

（ⅶ）大株主構成及び持株比率（平成21年９月30日現在） 

氏名又は名称 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6.5

朝日生命保険相互会社 6.2

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5.5

日本興亜損害保険株式会社 4.7

株式会社みずほコーポレート銀行 3.9

株式会社みずほ銀行 2.6

日通株式貯蓄会 2.6

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４） 2.1

株式会社三菱東京UFJ銀行 1.9

ザ バンク オブ ニューヨーク132561（常任代理人

株式会社みずほコーポレート銀行） 
1.2

 

（ⅷ）当 社 と の 関 係：資本関係、人的関係、取引関係はございません。 

また、関連当事者に該当いたしません。 

（ⅸ）最近３年間の財政状態及び経営成績：連結 
 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 

売上高（百万円） 1,866,267 1,901,433 1,828,946

営業利益（百万円） 50,325 48,502 33,513

経常利益（百万円） 57,449 55,964 42,019

当期純利益（百万円） 33,208 36,439 15,172

純資産（百万円） 517,516 520,823 484,337

総資産（百万円） 1,360,694 1,297,406 1,172,074

１株当たり純資産（円） 486.94 489.26 454.03

１株当たり当期純利益（円） 31.84 34.94 14.55

１株当たり配当金（円）（単体） 8.0 10.0 10.0
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５． 業務上の提携及び合弁会社設立の日程 

平成22年３月26日    合弁会社設立に関する基本合意書締結の取締役会決議 

平成22年３月31日（予定） 合弁会社設立に関する基本合意書の締結 

平成22年５月下旬（予定） 合弁契約の締結 

平成22年６月１日（予定） 合弁会社設立 

平成22年10月１日（予定） フルフィルメントサービスの提供開始 

 

 

６． 今後の見通し 

 現時点において、本件が当期業績に与える影響は軽微であります。なお、来期以降、当

合弁会社の事業が進捗し、今後の業績に重要な影響が見込まれる場合は、別途お知らせい

たします。 

 

 

以 上  

 

添付資料：日通とのプレスリリース 

『デジタルガレージ、日本通運とネット通販事業者向けの支援サービスを

提供する合弁会社を設立へ～Ｅコマースの販促支援からサイト構築、決済、

物流までをワンストップで提供～』 
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NEWS RELEASE 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社デジタルガレージ  イーコンテクストカンパニー 
東京都渋谷区恵比寿南 3-5-7 代官山 DG ビル 
担当：佐藤・藤原  TEL： 03-6367-1150 

平成 22 年 3 月 26 日 
株式会社デジタルガレージ

日本通運株式会社

デジタルガレージ、日本通運とネット通販事業者向けの 

支援サービスを提供する合弁会社を設立へ 
～E コマースの販促支援からサイト構築、決済、物流までをワンストップで提供～ 

 

株式会社デジタルガレージ（JASDAQ 4819、本社：東京都渋谷区、代表取締役／グループ CEO 林 郁、以下：ＤＧ）は、

日本通運株式会社（東証・大証 9062、本社：東京都港区、代表取締役社長 川合 正矩、以下：日通）と合弁で、E コマース事

業者のフルフィルメント業務を支援する新会社を平成22 年6 月1 日に設立することに合意しました。 
 

日本の通販市場は堅調に拡大を続けていますが、特に最近のEコマース市場の伸長は著しく、さまざまな業種からの通販市

場への参入が相次いでおります。こうした動きを背景に、販売、受注から決済、在庫管理、物流、代金回収までを一貫して提供

し、より効率的でコスト低減を可能にするフルフィルメントサービスの選択が、Eコマース事業を運営する上で成功の鍵となって

います。しかしながら、Eコマースにおいてインターネット上でのマーケティングから物流までをトータルにサポートできるフル

フィルメントサービスはありませんでした。 
 

今回の新会社設立は、こうした課題の解決を目指して、主に中小のEコマース事業者を対象に、日通のもつグローバルな

「物流」、「倉庫」のノウハウとネットワーク、そしてDGのもつ「IT」、「マーケティング」「ファイナンス」に関する知見を組み合わ

せて、『リアルとバーチャル』を結びつけた統合サービスの提供を目的とします。 
 例えば、インターネット上で今もっとも効果的な販促ツールといわれている「Twitter」は、DGが日本展開を支援しており、

Twitterを利用したソーシャルメディアの活用やＴｗｉｔｔｅｒアカウントと連動した広告展開といった新たなプロモーション手法の展

開が可能となります。 
また、日通が世界規模をカバーする倉庫や物流のネットワークは、中小のEコマース事業者の販売から物流までを一貫して

サポートできるフルフィルメントの基盤には不可欠な要素です。 
両社が持つ機能やノウハウをさらに投入することで、将来、新会社が国内外を結ぶクロスボーダーのネット通販事業にとっ

て有効なソリューションを提供することも視野に入れております。  
 

今回の合弁会社設立に当たり、日通は代表を含む役員を派遣し、倉庫や物流といった基盤となるサービスを提供します。

さらに、グループ会社の商流、物流と連携した決済機能を提供する関係会社が支援をいたします。DG は事業カンパニーで

あるイーコンテクストカンパニーから担当役員を派遣し、決済及び収納代行の機能を提供いたします。各事業者のEコマース

サイトへの集客や販促支援については、web 広告やインターネットプロモーションの専門チームが連携していきます。 
 

両社は、4 月より設立準備室を発足させ、新会社の設立と新事業の開始に向けた準備を進めてまいります。 
なお、本サービスの開始は平成22 年10 月1 日を予定しており、新会社名や代表者、サービスの詳細は順次お知らせし

てまいります。 
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NEWS RELEASE 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社デジタルガレージ  イーコンテクストカンパニー 
東京都渋谷区恵比寿南 3-5-7 代官山 DG ビル 
担当：佐藤・藤原  TEL： 03-6367-1150 

平成 22 年 3 月 26 日 
株式会社デジタルガレージ

日本通運株式会社

 

◆合弁会社の概要 
（1） 設立：平成22 年6 月1 日（予定） 
（2） 資本金：１億円（資本準備金１億円） 
（3） 本社所在地 東京都渋谷区（予定） 
（4） 事業内容：インターネットによるイーコマースサイトとそれに必要なフルフィルメントサービス及び集客・販促支援の

総合サービス 
（5） 株主：日本通運株式会社（出資比率66％）  

株式会社デジタルガレージ（出資比率34％） 
 
 

◆日通の概要（平成21 年12 月31 日現在） 
商号 日本通運株式会社  （東証・大証：9062） 

代表者 代表取締役社長 川合 正矩（かわい まさのり） 
本店所在地 東京都港区東新橋１－９－３ 
資本金の額 70,175 百万円 
事業内容 自動車輸送等の物流事業全般及び関連事業 

設立年月日 昭和12 年10 月１日 
ＵＲＬ http://www.nittsu.co.jp/ 

 
◆ＤＧの概要（平成21 年12 月31 日現在） 

商号 株式会社デジタルガレージ  （JASDAQ：4819） 
代表者 代表取締役ＣＥＯ 林 郁（はやし かおる） 

本店所在地 東京都渋谷区恵比寿南３－５－７ 代官山DG ビル 
資本金の額 1,835 百万円 
事業内容 事業者向けビジネスを展開するハイブリッド・ソリューション事業、個人向けビ

ジネスを展開するメディア・インキュベーション事業、投資・育成を展開するベ

ンチャー・インキュベーション事業 
設立年月日 平成７年８月17 日 

ＵＲＬ http://www.garage.co.jp/ 
 

 

 

〔イーコンテクストカンパニー〕 

平成12 年設立。平成20 年10 月に親会社デジタルガレージと合併。消費者と E コマース事業者をシームレスに結ぶ決済・物流サービス

を提供するデジタルガレージの社内カンパニー。 

http://www.garage.co/jp/econtext 
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平成 22 年 3 月 26 日 

  

株式会社デジタルガレージ

日本通運株式会社 
 
NEWS RELEASE 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社デジタルガレージ  イーコンテクストカンパニー 
東京都渋谷区恵比寿南 3-5-7 代官山 DG ビル 
担当：佐藤・藤原  TEL： 03-6367-1150 

 
 
※新会社の設立背景と提携概念図 

‧ ネット通販は成長市場、しかし通販事業者は悩んでいる

市場の環境とニーズ

ネット通販市場は年16%成長ネット通販市場は年16%成長
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ワンストップでのサービス提供が強みワンストップでのサービス提供が強み

日本通運と日本通運とDGDGの強みを組み合わせ、市場を獲得する！！の強みを組み合わせ、市場を獲得する！！
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出所：株式会社 富士経済 「通販・eコマースビジネスの実態と今後2009-2010」 

日本通運と日本通運とDGDGの強みを組み合わせ、市場を獲得する！！の強みを組み合わせ、市場を獲得する！！  
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